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紹　　介
　

本
書
は
、『
日
本
書
紀
』
が
時
代
の
要
請
に
応
じ
当
時
の
最
新

の
知
を
も
っ
て
「
読
み
替
え
ら
れ
て
」
来
た
こ
と
、
い
わ
ば
新
た

な
神
話
が
創
造
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
時
代
の
権
力
と
の
関
り
を
古

代
か
ら
現
代
ま
で
通
史
的
に
検
証
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。

　

中
世
の
様
々
な
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
は
科
学
的
文
献
主
義
の

家
永
三
郎
以
来
、
価
値
の
低
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
七

二
年
に
伊
藤
正
義
が
発
表
し
た
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
」
の
登
場

に
よ
り
、
評
価
は
一
変
し
た
と
著
者
は
述
べ
る
。
中
世
の
数
々
の

「
神
話
」
の
再
創
造
に
関
わ
っ
た
担
い
手
た
ち
は
、「
日
本
紀
の
家
」

卜
部
氏
、
伊
勢
神
宮
の
神
官
、
摂
関
家
の
貴
族
知
識
人
な
ど
で
あ

っ
た
。
元
寇
を
経
て
、
鎌
倉
幕
府
の
権
力
が
動
揺
し
始
め
る
時
代
、

卜
部
氏
に
よ
り
最
初
の
本
格
的
な
日
本
書
紀
の
注
釈
書
『
釈
日
本

紀
』
が
編
纂
さ
れ
る
。『
釈
日
本
紀
』
は
卜
部
氏
と
一
条
家
に
よ

る
問
答
が
あ
り
、
筆
者
は
両
家
に
よ
る
共
同
研
究
的
な
面
を
指
摘

す
る
。『
釈
日
本
紀
』
は
近
代
文
献
学
的
な
要
素
を
含
み
評
価
が

高
い
。
一
方
、
中
世
神
話
に
は
地
獄
の
閻
魔
大
王
と
ス
サ
ノ
ヲ
を

同
体
と
看
做
す
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
御
神
体
が
蛇
体
で
あ
り
仏
教
を

広
め
る
役
割
を
担
っ
た
な
ど
、
や
や
荒
唐
無
稽
な
説
を
含
む
。

　

こ
の
後
江
戸
時
代
に
本
居
宣
長
が
登
場
す
る
が
、『
古
事
記
伝
』

も
ま
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
融
合
し
た
神
話
の
読
み

替
え
で
あ
り
、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
伝
』
に
至
っ
て
は
よ
り
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
読
み
替
え
だ
と
し
「
近
世
神
話
」
と
筆
者
は
呼
ぶ
。

近
現
代
、
そ
れ
ま
で
の
文
献
学
の
成
果
を
う
け
た
『
日
本
書
紀
』

の
解
釈
と
リ
ン
ク
し
て
「
日
本
」
と
い
う
自
己
認
識
が
確
立
し
て

い
く
過
程
が
語
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
日
本
書

紀
を
読
ん
で
き
た
歴
史
は
実
は
「
読
み
替
え
る
」
こ
と
で
も
あ
る

と
し
、「
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
実
践
し
て
き
た

の
が
中
世
と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

史
資
料
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
書
紀
の
受
容
と
解
釈

の
歴
史
が
学
問
的
水
準
を
保
ち
な
が
ら
通
史
的
に
分
析
さ
れ
て
お

り
、
読
み
物
と
し
て
も
興
味
深
く
読
み
進
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

斎
藤
英
喜
著
　
　〈
角
川
選
書
〉

『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
書
紀
』

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

令
和
二
年
十
月　

四
六
変
形
判　

三
〇
四
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円
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紹　　介
原
武
史
・
菅
孝
行
・
磯
前
順
一
・
島
薗
進
・
大
澤
真
幸
・
片
山
杜
秀
著

『
こ
れ
か
ら
の
天
皇
制
―
令
和
か
ら
そ
の
先
へ
―
』

　
　

春
秋
社　

令
和
二
年
十
一
月　

四
六
判　

二
七
二
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円

　

本
書
は
、
論
壇
で
も
活
躍
す
る
著
名
な
知
識
人
た
ち
が
、
令
和

と
い
う
新
時
代
を
迎
え
「
天
皇
制
」
の
関
心
領
域
に
つ
い
て
講
義

形
式
で
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
各
々
、
原
「『
平
成
流
』
と
は
何

だ
っ
た
の
か
」、
菅
「
天
皇
制
の
『
こ
れ
か
ら
』」、
磯
前
「
出
雲

神
話
論
」、
島
薗
「
国
家
神
道
と
神
聖
天
皇
崇
敬
」、
大
澤
「
天
皇

制
か
ら
読
み
取
る
日
本
人
の
精
神
の
か
た
ち
」、
片
山
「『
象
徴
天

皇
』
と
『
人
間
天
皇
』
の
矛
盾
」
の
題
目
で
論
じ
て
い
る
。

　

原
は
、
天
皇
と
国
民
の
関
係
を
強
化
し
た
「
平
成
流
」
の
皇
室

の
在
り
方
を
分
析
、
菅
は
「
天
皇
制
」
を
国
家
権
力
の
構
成
要
素

と
定
義
し
、
磯
前
は
大
国
主
命
を
天
皇
家
に
よ
り
封
じ
込
め
ら
れ

た
存
在
で
あ
る
が
、
完
全
に
は
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
不

思
議
な
力
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
島
薗
は
天
皇
制

度
と
国
家
神
道
に
つ
い
て
論
ず
る
。
村
上
重
良
の
国
家
神
道
の
見

取
り
図
を
受
け
継
ぎ
、
国
家
管
理
下
の
神
社
神
道
を
国
家
神
道
と

看
做
す
立
場
に
対
し
て
は
、
神
社
と
天
皇
制
・
国
体
論
の
連
続
性

を
視
野
に
入
れ
ず
し
て
「
国
家
神
道
の
見
え
な
い
化
」
を
促
進
し

て
い
る
と
し
て
批
判
す
る
。
島
薗
は
、
広
義
の
国
家
神
道
論
の
立

場
か
ら
、
神
社
神
道
と
国
体
論
と
天
皇
崇
敬
は
地
続
き
で
あ
り

「
神
聖
天
皇
崇
敬
と
一
体
の
国
家
神
道
と
い
う
の
は
、
い
か
に
強

力
に
展
開
し
た
か
が
見
え
て
く
る
」
と
述
べ
る
。
戦
後
の
い
わ
ゆ

る
象
徴
天
皇
制
下
で
も
、
神
聖
天
皇
崇
敬
と
結
び
つ
い
た
神
社
神

道
は
な
お
健
在
で
あ
る
と
、
島
薗
は
強
調
す
る
。
大
澤
は
武
士
と

天
皇
の
関
係
や
日
本
人
の
精
神
の
形
な
ど
、
歴
史
と
伝
統
か
ら
天

皇
制
を
考
え
よ
う
と
試
み
る
が
、
将
来
的
に
は
天
皇
制
度
に
選
挙

制
度
の
導
入
を
考
え
る
べ
き
と
提
言
す
る
な
ど
の
主
張
も
見
受
け

ら
れ
る
。
片
山
は
、
令
和
現
在
の
状
況
と
し
て
天
皇
の
影
が
薄
く

な
り
、
首
相
の
存
在
が
強
権
的
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
問
題
提

起
す
る
。
こ
の
よ
う
に
各
論
客
が
、
こ
れ
か
ら
の
天
皇
制
に
つ
い

て
分
析
し
あ
る
べ
き
態
様
に
関
し
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
述
べ
て

い
る
。
将
来
の
皇
室
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
、
忌
憚
な
く

議
論
を
活
発
化
す
る
敲
き
台
と
し
て
、
基
本
的
立
場
を
異
に
す
る

論
者
に
と
っ
て
も
価
値
が
あ
る
本
の
登
場
と
言
え
よ
う
。
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紹　　介
島
薗
進
・
末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編

『
近
代
日
本
宗
教
史
　
第
2
巻
　
国
家
と
信
仰
―
明
治
後
期
―
』

『
近
代
日
本
宗
教
史
　
第
4
巻
　
戦
争
の
時
代
―
昭
和
初
期
～
敗
戦
―
』

　
　

春
秋
社　
令
和
三
年
一
月
・
五
月　
Ａ
5
判　
二
六
〇
頁
・
二
八
〇
頁　
本
体
三
二
〇
〇
円
・
本
体
三
三
〇
〇
円

　

紹
介
す
る
二
冊
は
、「
近
代
日
本
の
宗
教
史
を
知
ろ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
ま
ず
手
に
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
読
書
と
な
る
こ

と
を
目
指
」
し
て
、
企
画
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
冊
目
と
四
冊

目
で
あ
る
。
シ
リ
ー
ズ
全
体
を
通
じ
、
①
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
新
宗
教
な
ど
の
動
向
に
広
く
目
配
り
し
宗
教
界
全
体
の
動

向
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
、
②
国
家
政
策
・
制
度
、
思
想
・
信
仰
、

社
会
活
動
な
ど
宗
教
を
め
ぐ
る
問
題
を
日
本
史
学
・
政
治
学
・
思

想
史
学
・
社
会
学
な
ど
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
て
解
明
す
る
た
め

宗
教
学
者
だ
け
で
な
く
他
分
野
の
研
究
者
に
も
協
力
を
仰
ぐ
、
③

本
文
で
は
主
要
な
動
向
を
筋
道
立
て
て
論
じ
、
特
定
の
問
題
に
は

コ
ラ
ム
に
よ
り
光
を
あ
て
る
、
な
ど
の
編
集
方
針
が
「
巻
頭
言
」

で
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
時
代
を
辿
り
な
が
ら
、
そ

の
時
代
時
代
の
代
表
的
な
宗
派
と
宗
教
団
体
の
動
向
を
分
析
す
る

と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
2
巻
で
は
、
西
洋
思
想
を
受
容
し
た
近
代
主
義
が
各
宗
教
メ

デ
ィ
ア
で
主
張
さ
れ
る
明
治
後
期
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
る
。

特
に
、
国
家
と
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
・
神
道
な
ど
代
表
的
宗
派
と

の
関
連
や
、
神
社
神
道
と
教
派
神
道
の
関
係
、
皇
室
と
神
社
の
民

衆
レ
ベ
ル
で
の
結
び
つ
き
な
ど
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。

　

第
4
巻
で
、
島
薗
は
「
総
論
―
総
力
戦
体
制
下
の
新
た
な
宗
教

性
と
宗
教
集
団
」
で
、
神
聖
天
皇
へ
の
崇
敬
が
国
民
に
浸
透
し
、

天
皇
崇
敬
と
地
続
き
の
国
家
神
道
が
上
か
ら
の
国
家
的
レ
ベ
ル
と

草
の
根
の
庶
民
レ
ベ
ル
の
二
元
構
造
で
内
実
と
も
に
強
化
さ
れ
る

と
い
う
見
取
り
図
を
示
す
。
各
論
で
は
、
思
想
と
宗
教
統
制
、
植

民
地
政
策
と
国
家
神
道
・
仏
教
、
戦
争
協
力
と
抵
抗
、
新
宗
教
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
戦
争
・
哲
学
・
信
仰
、
超
国
家
主
義
と
宗
教

な
ど
に
つ
い
て
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
国
家
神
道
を

め
ぐ
る
社
会
状
況
に
つ
き
個
々
の
事
実
を
検
討
す
る
と
、
天
皇
崇

敬
を
軸
と
し
庶
民
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
た
国
家
神
道
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
表
出
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
、
一
層

の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
当
時
の
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
通
史
的
な
理
解
を
得
る
上
で
便
利
な
本
で
あ
る
。
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紹　　介
宮
本
常
一
著
・
宮
本
常
一
記
念
館
編
　
　〈
宮
本
常
一
ふ
る
さ
と
選
書
第
一
集
〉

『
古
老
の
人
生
を
聞
く
』

　
　

み
ず
の
わ
出
版　

令
和
三
年
三
月　

菊
判　

八
八
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円

　

著
者
の
宮
本
常
一
（
一
九
〇
七
―
一
九
八
一
）
は
山
口
県
屋
代
島

（
周
防
大
島
）
の
出
身
。
澁
澤
敬
三
の
薫
陶
を
受
け
民
俗
学
者
の
道

を
歩
み
だ
す
。
生
涯
に
渡
り
日
本
各
地
を
離
島
に
至
る
ま
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
膨
大
な
記
録
を
残
し
た
。
昭
和
十
四
年
、

澁
澤
の
主
宰
す
る
「
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
」
の
所
員
と
な

り
、 

東
京
水
産
大
学
講
師
、
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
を
歴
任
し
、

離
島
振
興
運
動
の
指
導
者
と
し
て
も
活
動
し
た
。『
忘
れ
ら
れ
た

日
本
人
』（
岩
波
文
庫
）
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

　

本
書
は
宮
本
常
一
記
念
館
の
編
集
に
よ
り
刊
行
、「
ふ
る
さ
と

大
島
」、「
奇
兵
隊
士
の
話
」、「
世
間
師
」、「
梶
田
富
五
郎
翁
」
の

四
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
編
は
初
出
後
、『
宮
本
常
一

著
作
集
』（
未
來
社
）
に
再
録
さ
れ
た
も
の
で
、
同
著
作
集
が
本
書

の
底
本
と
な
っ
て
い
る
（「
世
間
師
」、「
梶
田
富
五
郎
翁
」
の
二
編
は

『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
に
も
収
録
）。「
ふ
る
さ
と
大
島
」
以
外
の
三

編
は
、
宮
本
の
郷
土
で
あ
る
周
防
大
島
生
ま
れ
の
古
老
か
ら
の
聞

き
書
き
で
あ
る
。
世
間
で
広
く
見
聞
を
広
め
人
生
経
験
を
積
ん
だ

人
を
周
防
大
島
で
は
世し

ょ

間け
ん

師し

と
呼
ん
で
い
た
。「
世
間
師
」
に
は

慶
応
元
年
の
長
州
征
伐
の
時
分
の
島
の
若
者
に
関
し
、「
と
に
か

く
皆
世
間
師
で
、
無
鉄
砲
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
何
か
事
の
起
こ
る

の
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
戦
争
が
始
ま
る
と
実
に
よ

く
働
い
た
。
こ
の
戦
争
は
一
種
の
郷
土
防
衛
線
で
あ
っ
た
か
ら
武

士
も
百
姓
も
区
別
な
し
に
働
い
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
「
世
間
師
」
や
最
も
初
期
の
作
品
で
あ
る
「
奇
兵
隊
士
の

話
」
な
ど
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
移
り
変
わ
る
激
動
の
転
換
期
に

同
島
の
人
々
が
ど
う
外
部
と
関
わ
り
合
い
、
そ
し
て
生
き
た
の
か

が
当
人
の
語
り
口
で
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
。
中
央
か
ら
離

れ
た
離
島
で
生
き
た
人
々
の
営
み
か
ら
、
近
代
日
本
の
時
代
と
人

間
の
関
り
の
一
面
が
理
解
で
き
よ
う
。
本
書
で
は
丁
寧
な
用
語
の

解
説
、
当
時
の
写
真
や
図
版
の
挿
入
に
よ
り
読
者
の
理
解
を
助
け

る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
常
一
の
学
問
の
入
門
書
と
し
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
民
俗
学
を
初
め
て
学
び
た
い
人
に
も
本
書
を
広

く
お
勧
め
す
る
。
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紹　　介
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
　
　〈
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
26
集
〉

『
日
本
書
紀
と
出
雲
観
』

　
　

ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版　

令
和
三
年
三
月　

Ａ
4
判　

二
八
五
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円

　

日
本
古
代
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
に
は
国
譲
り
神
話
を
始
め
と

す
る
様
々
な
出
雲
に
関
す
る
伝
承
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は

『
日
本
書
紀
』
と
出
雲
の
関
り
に
つ
い
て
、「
古
代
か
ら
近
現
代
に

至
る
一
三
〇
〇
年
間
の
過
程
を
総
覧
」
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
神
道
学
・
文
学
・
歴
史
学
・
民
俗
学
な

ど
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
執
筆
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
出
雲

観
の
形
成
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
雄
一
は
「『
出
雲
』

を
め
ぐ
る
思
想
史
的
展
開
─
研
究
史
の
整
理
」
で
、
国
譲
り
解
釈

と
し
て
の
顕
幽
論
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
平
田
篤

胤
以
来
の
幽
冥
界
神
学
が
継
承
さ
れ
る
も
分
裂
し
て
い
き
、
明
治

に
至
り
津
和
野
派
の
国
学
者
が
台
頭
し
祭
神
論
争
に
お
け
る
千
家

尊
福
の
顕
幽
論
に
い
た
る
ま
で
を
ま
と
め
て
い
る
。
西
岡
和
彦
は
、

「
近
世
杵
築
周
辺
の
〝
神
学
〟」
で
出
雲
大
社
を
中
心
と
す
る
杵
築

周
辺
の
神
学
を
分
析
し
て
い
る
。
近
世
の
出
雲
大
社
は
、
権
限
保

証
の
「
永　

宣
旨
」
の
下
賜
に
よ
り
出
雲
国
造
の
「
出
雲
国
神
社

惣
検
校
職
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
佐
陀
神
社
と
の
争
論
に

敗
れ
、
出
雲
国
内
の
神
職
は
ほ
ぼ
す
べ
て
吉
田
家
か
ら
許
状
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
「
惣
検
校
職
」
の
続
行
は
断
念
し
た
。
し
か
し
、

出
雲
国
造
が
天
皇
の
守
護
神
を
祀
り
皇
統
無
窮
を
祈
り
続
け
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
失
地
回
復
の
間
、
皇
統
守
護
の
祭
神

を
天
照
大
神
が
讃
え
て
創
建
さ
れ
た
の
が
出
雲
大
社
で
あ
る
と
い

う
垂
加
神
道
の
神
学
が
新
た
に
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
田
中
聡
は
「
近
代
史
学
史
か
ら
み
た
「
古
代
出
雲
」

観
の
変
遷
」
で
、
野
津
左
馬
之
助
が
主
に
執
筆
し
た
『
島
根
県

史
』
に
注
目
し
、
古
代
出
雲
像
の
変
遷
を
跡
付
け
よ
う
と
試
み
て

い
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、『
島
根
県
史
』
に
は
国
学
者
の
記
紀
神

話
解
釈
、
比
較
神
話
学
、
記
年
論
、
人
種
・
民
族
論
、
神
代
史
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
要
素
が
入
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
多
彩
な
分
野

の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
独
自
の
出
雲
観
の
形
成
に

関
し
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
連
を
踏
ま
え
つ
つ
ま
と
め
て
お
り
、

非
常
に
興
味
深
く
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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紹　　介
松
井
嘉
和
著
　
　〈
神
社
新
報
ブ
ッ
ク
ス
〉

『
世
界
の
『
古
事
記
』
と
神
国
日
本
』

　
　

神
社
新
報
社　

令
和
三
年
四
月　

新
書
判　

二
五
三
頁　

本
体
一
三
〇
〇
円

　

著
者
は
大
阪
国
際
大
学
名
誉
教
授
で
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
き

た
経
歴
を
有
す
る
。
国
際
化
す
る
世
界
の
中
で
、
わ
が
国
の
歴

史
・
文
化
を
守
り
つ
つ
寛
容
性
を
も
っ
て
相
互
理
解
を
増
進
す
べ

し
と
い
う
立
場
か
ら
本
書
は
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
第
一
部

　

世
界
の
『
古
事
記
』」
で
は
、
様
々
な
言
語
で
翻
訳
さ
れ
た

『
古
事
記
』
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
み
な
ら
ず
マ
ジ
ャ
ー
ル
語
や
シ
ン
ハ
リ
語
、
セ
ル

ビ
ア
語
な
ど
の
少
数
言
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
で

き
る
。「『
古
事
記
』
の
最
初
の
外
国
語
訳
は
伊
藤
博
文
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
の
か
」
と
い
っ
た
興
味
深
い
論
点
に
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。「
第
二
部　
『
古
事
記
』
と
国
語
」
で
は
、
古
事
記
の
成
立
と

日
本
語
や
文
字
の
成
立
の
関
係
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
第
三
部

　

大
嘗
祭
の
歴
史
的
社
会
的
意
義
」
で
は
、
著
者
が
滞
在
し
た
タ

イ
王
国
の
即
位
式
な
ど
と
も
比
較
さ
れ
、「
大
嘗
祭
は
、
神
話
が

再
現
さ
れ
て
、
そ
れ
が
今
こ
こ
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が

最
も
重
要
な
本
質
で
す
（
中
略
）
近
代
化
や
合
理
化
が
推
進
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
代
に
神
話
の
再
現
が
実
践
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
世

界
か
ら
稀
有
な
奇
跡
的
現
実
だ
と
驚
嘆
さ
れ
て
、
日
本
は
そ
の
伝

統
文
化
の
持
続
性
に
よ
つ
て
賞
讃
さ
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。「
第
四
部　

上
皇
陛
下
・
上
皇
后
陛
下
ポ
ー
ラ
ン
ド
御

訪
問
と
そ
の
余
薫
」
で
は
、
筆
者
が
長
く
滞
在
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

へ
、
上
皇
陛
下
・
上
皇
后
陛
下
が
平
成
十
四
年
に
訪
問
し
た
こ
と

に
関
し
、
陛
下
の
温
か
く
細
か
な
心
配
り
が
偲
ば
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
国
際
経
験
を
重
ね
る
中
で
日

本
の
文
化
に
対
す
る
き
ち
ん
と
し
た
認
識
を
持
つ
必
要
性
を
感
じ
、

坂
本
太
郎
「
日
本
歴
史
の
特
性
」
に
出
会
っ
た
。
こ
の
出
会
い
に

よ
り
、
天
皇
の
御
存
在
と
そ
の
歴
史
が
日
本
文
化
そ
の
も
の
で
あ

る
と
の
確
信
を
持
っ
た
と
著
者
は
語
る
。
著
者
に
は
、
幅
広
い
国

際
経
験
を
通
じ
て
得
た
日
本
の
歴
史
・
伝
統
の
根
幹
に
対
す
る
新

た
な
認
識
を
読
者
と
共
有
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
書
は
日
本
の
国
柄
・
伝
統
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
契

機
と
な
る
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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紹　　介
上
野
誠
著

『
教
会
と
千
歳
飴
─
日
本
文
化
、
知
恵
の
創
造
力
―
』

　
　

小
学
館　

令
和
三
年
四
月　

Ｂ
6
判　

二
七
二
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円

　

著
者
は
万
葉
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
と
り
わ

け
万
葉
挽
歌
の
史
的
研
究
と
万
葉
文
化
論
を
専
門
と
し
て
い
る
。

し
か
し
本
書
は
、『
万
葉
集
』
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本

文
化
論
全
般
の
楽
し
い
話
題
で
満
載
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、
著

者
の
母
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
奉
仕
会
の
役
員
の
時
に
マ
リ
ア
像
入

り
の
千
歳
飴
袋
を
考
案
し
た
と
い
う
、
宗
教
的
な
寛
容
さ
を
示
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
由
来
す
る
。

　

本
書
は
、「
農
耕
の
知
恵
」「
交
易
の
知
恵
」「
宗
教
の
知
恵
」

「
政
治
の
知
恵
」「
芸
術
の
知
恵
」「
歴
史
の
知
恵
」
の
六
章
か
ら

な
る
。
著
者
は
、
自
然
崇
拝
と
精
霊
信
仰
か
ら
く
る
互
敬
と
信
頼

の
関
係
を
日
本
の
基
盤
と
し
、
契
約
の
観
念
が
な
い
と
し
、
日
本

で
は
罪
と
罰
、
善
と
悪
も
相
対
的
で
あ
り
、
そ
の
時
々
の
状
況
で

決
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
近
代
西

欧
社
会
的
な
契
約
観
念
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
分
析
は
古
く
は
法

社
会
学
者
の
川
島
武
宜
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
契
約
の
観

念
が
希
薄
な
日
本
は
無
秩
序
な
の
で
は
な
く
、「
契
約
し
な
い
と

い
う
契
約
を
し
て
い
る
」
社
会
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
著
者
は

述
べ
る
。「
お
て
ん
と
う
さ
ま
が
見
て
い
る
」
と
い
う
教
え
は
、

正
直
者
し
か
生
き
て
ゆ
け
な
い
不
寛
容
さ
を
孕
ん
だ
究
極
の
残
酷

な
道
徳
教
育
だ
と
の
考
え
は
独
特
で
面
白
い
。「
政
治
の
知
恵
―

大
愚
の
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
る
気
質
と
『
原
恩
主
義
』」
で
は
、
社
会
学

者
見
田
宗
介
の
提
示
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
「
原
罪
主
義
」

に
対
す
る
日
本
の
「
原
恩
主
義
」
と
の
見
方
に
賛
意
を
示
し
て
い

る
。
日
本
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
や
人
に
感
謝
を
し
な
が
ら
恩
返

し
を
す
る
た
め
に
生
き
て
い
く
行
動
規
範
を
持
つ
と
の
捉
え
方
で

あ
る
。

　

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
「
本
書
は
『
今
』『
こ
こ
』

『
私
』
を
軸
と
し
て
語
る
日
本
歴
史
文
化
論
（
中
略
）
六
十
歳
の

今
の
私
が
考
え
る
日
本
の
歴
史
文
化
の
特
性
、
今
の
私
が
考
え
る

世
界
像
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
自
由
に
語
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で

あ
る
」
と
述
べ
る
。
日
本
人
の
知
恵
、
思
考
行
動
様
式
、
文
化
な

ど
か
ら
日
本
と
日
本
人
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
試
み
た
好
著
で
あ
る
。
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紹　　介
岡
田
莊
司
・
小
林
宣
彦
編

『
日
本
神
道
史
（
増
補
新
版
）』

　
　

吉
川
弘
文
館　

令
和
三
年
四
月　

四
六
判　

四
二
〇
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円

　

旧
版
の
岡
田
莊
司
編
『
日
本
神
道
史
』
は
、
古
代
か
ら
現
代
に

至
る
神
道
通
史
を
学
ぶ
教
科
書
的
入
門
書
と
し
て
版
を
重
ね
て
き

た
が
、
本
書
は
初
版
か
ら
十
年
余
り
を
経
て
の
増
補
新
版
の
登
場

で
あ
る
。

　
「
第
一
部　

神
道
と
は
何
か
」
で
は
、
神
道
の
成
立
、
祭
祀
体

系
の
構
図
、
天
皇
祭
祀
、
神
道
信
仰
の
精
神
性
・
本
質
な
ど
、
基

本
的
見
取
り
図
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
。「
第
二
部　

神
道
の
歴

史
」
で
は
、
公
的
な
神
祇
制
度
の
推
移
、
仏
教
・
儒
教
・
道
教
な

ど
異
文
化
と
の
交
流
、
神
祇
制
度
と
地
域
社
会
の
関
り
、
庶
民
信

仰
の
展
開
、
神
道
を
め
ぐ
る
学
問
的
・
理
論
的
な
展
開
な
ど
、
各

時
代
の
特
徴
的
な
も
の
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。「
第
三
部　

神
社

分
布
と
神
道
の
現
在
」
で
は
最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
神
道
信

仰
の
現
在
が
鳥
瞰
図
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
事
実
と
史

資
料
に
基
づ
い
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
神
道
史
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
岡
田
氏
の
学
問
的
研
究
成
果
の
反
映
も
見
受
け
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
祭
祀
の
本
源
と
し
て
「
み
こ
と
も
ち
て

…
…
よ
さ
し
」
の
循
環
構
造
・
天
上
と
天
下
と
不
離
一
体
の
構
成

を
上
げ
、
祭
祀
権
の
二
重
構
造
と
循
環
型
祭
祀
体
系
な
ど
に
関
す

る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
古
代
の
律
令
制
国
家
は
、
天
武
期
に
天

皇
「
内
廷
」
と
国
家
「
内
廷
」
の
二
重
構
造
が
確
立
し
、
天
皇
祭

祀
に
関
し
て
も
直
轄
の
親
祭
祭
祀
で
あ
る
の
は
伊
勢
の
天
照
大
神

祭
祀
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
氏
族
祭
祀
に
は
天
皇
と
い
え
ど

も
直
接
関
与
で
き
な
い
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
に
関

し
て
も
天
皇
祭
祀
権
と
氏
族
祭
祀
権
の
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
新
版
で
は
、
律
令

国
家
の
祭
祀
構
造
、
ま
た
宗
像
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
の
考
古
学
的

分
析
と
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
な
ど
に
新
た
な
知
見
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
巻
末
の
「『
延
喜
式
』
諸
国
式
内
社
座
数
一
覧
」、「
諸

国
一
宮
一
覧
」
も
新
た
に
加
え
ら
れ
親
切
で
便
利
で
あ
る
。
研
究

者
が
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
う
え
で
入
口
と
な
る
水
準
の

高
さ
が
あ
り
、
神
道
を
本
格
的
に
学
び
た
い
人
に
と
っ
て
は
素
晴

ら
し
い
増
補
新
版
の
登
場
と
言
え
よ
う
。
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倉
慈
司
著
　
　〈
同
成
社
古
代
史
選
書
〉

『
古
代
律
令
国
家
と
神
祇
行
政
』

　
　

同
成
社　

令
和
三
年
六
月　

Ａ
5
判　

三
四
六
頁　

本
体
八
〇
〇
〇
円

　

本
書
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
准
教
授
で
あ
る
著
書

が
、
こ
れ
ま
で
の
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
を
主
な
対
象
と
す
る
古
代

神
祇
行
政
制
度
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
第

一
部　

古
代
神
祇
行
政
研
究
の
展
望
」、「
第
二
部　

官
社
制
度
の

成
立
と
展
開
」、「
第
三
部　

神
祇
官
と
地
方
神
社
・
在
地
社
会
」

の
三
部
構
成
か
ら
な
り
、
律
令
神
社
行
政
・
天
皇
と
神
祇
祭
祀
・

官
社
制
度
・
地
方
神
社
行
政
・
神
戸
・
神
田
・
在
地
社
会
と
の
関

り
な
ど
を
論
じ
た
全
九
章
と
付
論
一
編
か
ら
成
る
。
著
者
は
、

「
本
書
全
体
を
通
じ
て
、
古
代
日
本
に
お
け
る
国
家
と
神
社
、
在

地
社
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
」
と
述
べ
る
。

第
一
部
の
第
一
章
で
、
神
祇
研
究
に
つ
い
て
近
世
か
ら
近
代
戦
前

期
、
戦
後
ま
で
の
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
研

究
の
進
展
に
伴
い
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
、

神
祇
祭
祀
の
背
景
に
存
在
す
る
思
想
の
再
検
討
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
祟
る
神
々
と
の
概
念

を
主
軸
と
し
、
天
皇
と
神
々
の
祭
祀
の
関
り
に
つ
い
て
再
考
し
て

い
る
。
第
二
部
で
は
、「
式
内
社
」
の
成
立
に
お
け
る
延
喜
神
名

式
「
貞
」「
延
」
標
注
に
検
討
を
加
え
、
標
注
の
信
憑
性
の
意
義

を
論
じ
て
い
る
。
第
三
部
で
は
、
神
祇
と
地
方
神
社
、
在
地
社
会

と
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
る
。
神
戸
と
律
令
神
祇
行
政
、
特
に
出

雲
国
の
神
戸
に
つ
い
て
最
近
の
考
古
学
の
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え

豊
富
な
史
資
料
を
も
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
在
地
社
会
の
村
落
祭
祀
に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
最
終
章
で
は
、
越
中
国
東
大
寺
領
荘
園
の
神
田
を
分
析
、

首
長
層
と
在
地
社
会
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
。
付
論
で
は
、
古
代

東
ア
ジ
ア
の
「
神
」
信
仰
の
分
析
も
示
さ
れ
て
い
る
。
専
門
的
な

内
容
な
が
ら
、
神
祇
祭
祀
に
関
す
る
先
行
研
究
が
よ
く
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
筆
者
の
問
題
意
識
と
手
法
が
明
確
で
あ
る
た
め
、
理

解
が
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
古
代
の
神
祇
祭
祀
、
と
り

わ
け
今
ま
で
研
究
の
手
薄
だ
っ
た
在
地
社
会
の
村
落
祭
祀
へ
の
首

長
層
の
関
り
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方
に
お
勧
め
し
た
い
。


